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1. 田中敦 ･沢田康次 (東北大 ･通研 )
樹枝状結晶の先端の安定形態
2. 小林亮 (広島大 ･理 )
1成分凝固系におけるパターン形成の数理的モデル
3.近藤宏 (東北大 ･通研 )
Self-afineFractalと異方的DLA成長
4･ 松下貢 (中大 ･理工 ),早川美徳 (東北大 ･通研 ),佐藤信一 (静大 ･教養 ),本田勝
也 (名大 ･工 )
DLAの成長確率のmultifractal構造




7.砂川一郎 (東北大 ･理 )
結晶成長におけるモルフォロジー
8.横山悦郎,黒田登志雄 (北大 ･低温研 )
結晶成長におけるパターン形成- 表面力イネティクスと拡散場が関連したフアセット
の発達過程-
9.上羽牧夫 (東北大 ･金研 )
ステップの関わる結晶形の緩和現象







12.藤野豊 (東北大 ･工 ),平林真(東北大･金研 ),里洋 (mrdueUniv.)
Ag-Mg 合金の長周期構造における整合化過程のその場観察































26. 冨田博之 (京大 ･教養)
ランダムなパターンの曲率とパーコレイション
27. 豊木博泰 (山梨大 ･教育 )
渦点のダイナミックス :二次元複素場の秩序形成
28.夏目雄平,吉原知樹,藤本憲司 (千葉大 ･理 )
2次元XY型交換相互作用系スピングラス渦構造パターンの動力学シミュレーション
29.鈴木増雄 (東大 ･理 )
ScahngandCAM TheoryinFar-From-Equdibrium Systems
30.伊藤伸泰,鈴木増雄 (東大 ･理 )
相転移,クラスター形成及びフラクタル静的モデルと動的モデル




33.早川尚男,高安秀樹 (神戸大 ･理 )
凝集現象に於ける巾分布
34.高木隆司 (東京農工大 ･一般教育 ),安逮健 (電通大･教養 )
蒸発する液滴のパターン形成とパターン遷移
35.鶴秀生 (東京都立大 ･理 )
TheoryofThinElasticRod
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36.堀井善一郎 (岡山大 ･歯 )
BiologicalPatternFormation:ResearchManual1･


















45.松山明彦,田中文彦 (農工大 ･教養 )
蒸気一液体界面におけるぬれ転移
1. 樹枝状結晶の先端の安定形態
東北大 ･通研 田中 敦,沢田康次
1)序
樹枝状結晶の先端の形態は,放物線又は回転放物体である｡ところが最近,symmetricmodel
の数値計算1)によって,安定な先端の形状が,単純な放物形から修正を受けているという結果
が出されたが,果たして,実際の系において,そのようなことが見られるかど うか調べてみた｡
2)結晶成長セル
実験に使用した結晶成長セルの作製の手順は以下のようである｡
●
i)鏡面仕上げされた2枚のガラス (表面精度は約500A)を洗浄し,一定のすきま(20±
2ノ上m )を作 り固定する｡
i)そのすきまに33.3%の塩化アンモニウム水溶液を入れ,密閉する｡
i)それを透明電極の上に載せ,電流を流し温度をコントロールして,結晶を成長させる｡
3)曲率測定の手順
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